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◯クロノロジー（今後30年間の時系列）を明記する必要性
• 数年後に実現しなければいけないことと、30年後に実現しなければいけないことが混
在してしまっています。

• 最初の印象で言うと、目の前にあるものと先にあるものの段階的な計画は絶対に必
要となります。

Ⅰ 第６回有識者会議での議論概要

第６回那須塩原駅周辺まちづくりビジョン有識者会議（令和2年11月18日）（オンライン会議）
那須塩原駅周辺まちづくりビジョン（素案）に関する意見

◯駅前機能に対する具体案

• 駅前のデッキの上に建物を作ってしまってはどうかなと考えます。絵に描かないと上
手く伝わりませんが、デッキ全面が上物の施設で被さっている訳ではなく、ある一部
分に階段上の建物が載っているようなイメージです。

• 駅周辺にはアンテナショップなどの那須塩原を体験できるゾーン、観光客と一般市民
が交流できる場として産地直売所などがあればいいと思います。

• 駅の空間がすでにだいぶ余っていますので、あのようなところで最先端の農業を見せ
てあげて、そこで作ったものをその場で食べられるようにしてはどうでしょうか。
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◯ Vision１関係（市民による魅力発信）

• 中核となるコア施設や地区が不明瞭であるため、今回のプロジェクトではイメージの
可視化と市民の内発性の喚起を行うべきである。

• もともと街のにぎわいというのは３密を作るところから始まっています。駅周辺をその
ヘソにするというような作り方をされると良いかと思います。

第６回有識者会議（令和2年11月18日）

◯ Vision２関係（歴史を活かしたまちづくり）

• 那須塩原駅は天皇陛下が降りる場所なので風格のある街でなければならず、この風
格をどう作っていくかも重要なテーマです。

◯ Vision３関係（駅前の景観）

• 街並みも併せて重要なキーワードになります。那須塩原駅を出た時に、遠くの山や並
木が素晴らしい景観であっても、街並みの景観がどうなっているのかが非常に重要で
す。

• 極端なことを言うと駅前を全部森で埋めてしまえという考えを持っています。森の中か
ら点々と何かが見えていて、市役所が頭をのぞかせているというのもいいかなと思い
ます。

Ⅰ 第６回有識者会議での議論概要



4

◯ Vision４、５関係（新庁舎のあり方：機能分散、テクノロジー活用、複合化）

• 市役所新庁舎は単なる行政事務を消化する従来機能に加え、コミュニティ形成などの
強化に資する市役所機能に変えていってはどうか。

• 一箇所にまとめて大きなビルを作るというよりは、機能を点在させることで、郊外の市
民は公民館などの施設で住民サービスを受けられるようになります。

• 役所＝建物という考え方がどうしても根付いていますが、それを違う概念で定義付け
るのは30年後ではなく、比較的早く実現できるのではないでしょうか。

• 人が行き来する場所を作るためには市役所は普通の箱ではいけません。これからは
複合化、コンプレックスという形で、色々な要素が入ってきた上で一つの建築となりま
す。そうすると建築の名前も図書館なのか何なのか上手く呼べなくなります。愛称で
呼ぶことになるかもしれません。

第６回有識者会議（令和2年11月18日）

Ⅰ 第６回有識者会議での議論概要
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◯ Vision４、５関係（新庁舎のあり方：機能分散、テクノロジー活用、複合化）

• 新庁舎についてもあまり作り込まないで、フレームくらいのものにして、長い年月の中
で柔軟に対応していく形にするのが良いのではないでしょうか。

• 駅はどちらかというと商業的なものを集積して、新庁舎はイベントがあった時にお祭り
的なことがやれたり、そういう分け方をして、それが全体の景観として繋がっていくよう
なイメージを持つと良いのではないでしょうか。

• 一つのイメージとして、フレームだけ作っておいて、あとは時代に合わせて増改築を
行なっていくというデザインは非常に良いと思います。

第６回有識者会議（令和2年11月18日）

Ⅰ 第６回有識者会議での議論概要
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Ⅱ まちづくりにおける重要コンセプト

（参考） 民間活力の導入事例

Ⅰ 第６回有識者会議での議論概要
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Ⅱ まちづくりにおける重要コンセプト

（１）市民が中心となり魅力を発信

（２）歴史を活かしたまちづくり

（３）景観を前面に押し出した

駅前の在り方

（４）テクノロジーの活用

（５）那須塩原市役所の新庁舎

（６）高い将来性と可能性

（７）まちづくりはひとづくりから

「那須塩原駅周辺まちづくりビジョン」
の７つの柱

①分散型（開疎化）の未来

②シンボルの重要性

（酪農、農業、ガストロノ ミー）

③上流からの官民連携

④アート

（金沢21世紀美術館/鈴木大拙館）

⑤インクリメンタル

（代官山）

重要コンセプト

「県北の中心地」としての重要性
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① 分散型（開疎化）の未来
安宅和人氏（慶應義塾大学環境情報学部教授、ヤフーチーフストラテジーオフィサー）は、Withコロナ社会に
おいては、開疎化の強いトレンドが生まれると予測。

② シンボルの重要性（酪農、農業、ガストロノミー）
那須塩原のシンボルとなる酪農、農業、ガストロノミーといった要素を、新市庁舎移転を考える際の重要なコンセ
プトとして考慮することが有効。

情熱に突き動かされ、那須野が原は徐々にその姿を変えていきます。 

 

【華族農場がもたらした景観】 

華族たちが試みた大規模農場の代表格は、大蔵大臣や総理大臣を歴

任した松方
まつかた

正義
まさよし

公爵の「千本松農場」です。松方は水利に乏しい土地

には欧米風の大農法が最適であると信じ、西洋農具を導入し広大な土

地を開墾、その総面積は最盛期には１, ００haに達しました。現在

も ００haの敷地を有する千本松牧場には、広大な放牧場と飼料畑、

平地林が連なり、往時の姿をいまに伝えています。その一角に建つ別

荘は、南に全面ガラス窓のサンルームを配した総２階の建物で、１階

正面は大谷石で飾り、一見すると石造建築を思わせる重厚さを漂わせ

ています。 

人の住めない原野に農場を開いた華族たちは、人を呼び込む新しい

「まち」も作り上げていきます。彼らの権力は鉄道や国道を開拓地に

引き込み、農場内は正確に区画整理されて、開拓に携わる移住者を迎

え入れました。 

開拓に欠かせない水の確保のため、「那須疏水」が開削されたのは

明治１ 年のことです。那珂川から取り入れられた水は那須野が原を

横断し、４本に分かれて大地を潤し、その流れの先には必ず華族農場

がありました。そこから支線が毛細血管のように走り、開墾により開

かれた田にいまも水を注ぎ続けています。 

 

【「華族たちの夢」から「酪農王国」へ】 

華族農場に始まる開拓事業は、明治から昭和へと時を経て、戦後

の開拓団に引き継がれました。舞台はかつて開拓には不向きとされ

た丘陵地へと移り、旧軍用地、国有林などが拓かれ、那須野が原の

未開地は塗りつぶされていきました。 

明治期から導入されていた牧畜の主流は、羊から乳牛へと代わり、

技術革新による生産性の向上でその規模は徐々に拡大、やがてこの地

は生乳生産本州一を誇る大酪農地帯へと成長していきます。 

那須野が原を横断する県道を走ると、扇状地であるがゆえの、平ら

な大地に連なる緑の牧場と平地林、その背後にそびえる那須連山の雄

姿が織りなすパノラマを楽しむことができます。そこに荒野の面影は

ありません。それは明治から途切れることなく続く開拓の歴史が作り

上げたもの。伝統的な日本の農村風景とは一線を画した雄大な景観で

す。 

いま、この地を訪れる人々は、四季折々の美しさに触れ、自然の中

に遊び、大地の恵みを味わうことができます。その傍らで、各所に点

在する別荘は、凛とした静寂に包まれながらも、かつての農場主たち

が抱いた欧州文化への強い憧れと、彼らが思い描いた近代国家建設の情熱とを静かに語りかけてきま

す。 

訪れる人々を、柔らかな高原の風と、かつて明治貴族が繰り広げた濃密な浪漫
ものがたり

をもって迎え入れ

る場所、それが那須野が原です。 
 

那須高原に広が 牧草地 

千本松農場跡に建つ別荘 

那須野が原に水 運ぶ那須疏水取水口 

碁盤の目のように区画さ たまち 

青木邸から望む杉並木 

Ⅱ まちづくりにおける重要コンセプト
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③ 上流からの官民連携
従来型の公共主導の計画から公共サービスを民間が代替するPFI、作る時代から運営する時代へ

の転換となった公共施設等運営権制度など、官民連携制度は発展してきた。これからは官民連携
型から公共一体型へと、公共主導の新たなまちづくりのあり方が求められている。

Ⅱ まちづくりにおける重要コンセプト



10

④ アート：金沢21世紀美術館/鈴木大拙館
金沢市役所に隣接する金沢21世紀美術館のように、まちづくりにおいてアートの要素を取り入れ
る必要がある。

金沢21世紀美術館

鈴木大拙館

金沢21世紀美術館位置図

Ⅱ まちづくりにおける重要コンセプト
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⑤ インクリメンタル（代官山）
代官山に1969年（昭和44年）に誕生したヒルサイドテラスは、店舗と住居の複合施設であるが、

30年の歳月をかけて拡張を繰り返してきた。当初は代官山で異質な存在として捉えられたが、先駆

的な試みを取り入れながら、ゆっくりと拡大を遂げ、ブティック、レストラン、喫茶店などの商業施設
だけでなく、アトリエやイベントスペース、広場なども有する文化発信拠点となり、代官山が変貌を遂
げるきっかけとなった。

2011年にオープンした代官山T-SITEヒルサイドテラスでのアートプロジェクト

Ⅱ まちづくりにおける重要コンセプト
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Ⅱ まちづくりにおける重要コンセプト

（参考） 民間活力の導入事例

Ⅰ 第６回有識者会議での議論概要
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（参考） 民間活力の導入事例 a) オガールプロジェクト

• 紫波町は、JR紫波中央駅前の町有地10.7haを中心とした都市整備を図るため、町民や民間企業の意見を伺い、
平成21年3月に議会の議決を経て紫波町公民連携基本計画を策定。

• この基本計画に基づき、平成21年度から紫波中央駅前都市整備事業（オガールプロジェクト）を開始。

オガールプロジェクトの概要

オガールプロジェクトのスケジュール

岩手県紫波町 オガールプロジェクト全景
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• オガールプロジェクトは、複数の施設を順次実施していくプロジェクトであり、それぞれに適した事業スキームに
より、各事業のための運営主体を設立。運営主体はそれぞれ自らリスクを負い、事業を実施している。

• 一方で、オガールプロジェクトの全体のデザインや景観の統一、魅力づくりを考えていく必要があるため、紫波
町は地元事業者とともに第３セクターのオガール紫波（株）を設立。

オガールプロジェクトの推進体制

資料：公共施設等の複合化を実現するために（一般財団法人日本経済研究所）

（参考） 民間活力の導入事例 a) オガールプロジェクト
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紫波町（39%） 78株 （株）東北銀行 10株

（株）紫波まちづくり企画 24株 （株）北日本銀行 10株

岩手中央農業共同組合 20株 盛岡信用金庫 10株

（株）岩手畜産流通セン
ター

20株 八重嶋雄光 4株

（株）テレビ岩手 20株 岡崎正信 4株 計200株

オガール紫波（株）の株主構成（平成23年6月1日時点）

資料：紫波中央駅前都市整備事業（内閣府）

オガールプラザの事業スキーム

オガールプロジェクトの事業スキーム

• 平成21年６月、岩手県紫波町は地元事業者とともに第三セクター オガール紫波（株）を設立。
• プロジェクトを代表するオガールプラザは、公共施設（図書館、地域交流センター等）と民間収益施設からなる官

民複合施設であり、第３セクターとは別に設立された運営主体であるオガールプラザ（株）が資金調達を行い、
設計・建設を実施している。

• 公共施設部分は完成後に町に売却し、残りの商業施設はSPC（特別目的会社）であるオガールプラザ（株）が所
有し、運営・維持・管理を行う。土地は定期借地で紫波町から借りて、賃貸料を支払っている。

• オガールプラザ（株）の所有する商業施設に対して補助金は導入されておらず、プロジェクトファイナンス（事業
が生み出すキャッシュフローのみを返済原資とした融資形態）で銀行融資を受けて事業を進めている。

（参考） 民間活力の導入事例 a) オガールプロジェクト
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• 行政事業等： オガールタウン日詰二十一区、紫波町役場
• 民間事業等： 岩手県フットボールセンター、エネルギーステーション、オガールベース、オガール保育園
• 官民複合施設： オガールプラザ、オガールセンター

オガールプロジェクトの施設一覧

（参考） 民間活力の導入事例 a) オガールプロジェクト
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オガールプロジェクトの施設一覧

（参考） 民間活力の導入事例 a) オガールプロジェクト
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オガールプロジェクトのPPP手法

出資者
町内民間企業

出資者
民都機構紫波町
オガール紫波(株) 

資料：紫波町における公民連営によるまちづくり（2016年1月 紫波町）

（参考） 民間活力の導入事例 a) オガールプロジェクト
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• オガールプロジェクトの集客のポイントは、「消費を目的としない人を集める」というコンセプトにあり、図書館、役
場庁舎、フットボールセンターを普遍的な集客装置として設置。

• 普遍的な集客装置をつくることで、おのずとカフェ、居酒屋、ギャラリー、ショップなどが進出する好循環を目指し
ている。

• また、オガールプラザ（株）は、銀行からの融資を引き出すため、開発構想時点から企業立地研究会を立ち上げ、
民間事業者の入居意向や賃料の相場を探り、着工前にはテナントが100%埋まる状態とした。

資料：なぜ消費を目的としない人を集めるのか？（2015年2月新・公民連携最前線）

「消費を目的としない人」の集客を起点とした不動産価値の向上

オガールプロジェクトの集客のポイント

（参考） 民間活力の導入事例 a) オガールプロジェクト
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（参考） 民間活力の導入事例 b) 渋谷区役所

• 公募により選定された三井不動産は、民間分譲マンションを建設するための定期借地の権利金
（70年・約221億円）を渋谷区に支払い、渋谷区はこの権利金を充てて新庁舎と新公会堂を財政
負担なしで建て替える。

• 三井不動産は、定期借地敷地に分譲マンションを建設・分譲し、定期借地期間終了後、渋谷区
に土地を更地返還する予定。

新庁舎等建設の事業手法

新庁舎等配置図

新庁舎等土地区分

渋谷区は三井不動産から支払われた定期借地の権利金
を活用し新庁舎と新公会堂を建設
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• 渋谷区役所は令和元年１月の移設に伴い、点在していた区役所機能を集約。

• １階エントランスに大型デジタルサイネージを備え総合案内カウンターを設置し、目的フロアまで
を分かりやすく誘導。２階には福祉関連の窓口を集約し、手続き・相談をワンストップ化。

渋谷区役所概要

資料：渋谷区役所の新庁舎のご案内（渋谷区）

（参考） 民間活力の導入事例 b) 渋谷区役所
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（参考） 民間活力の導入事例 c) 大和市文化創造拠点シリウス

• 当初は分譲マンションを中心とした計画が立てられていたが、リーマンショックの影響により計画
が頓挫。また、定員600人程度のホールを備えた旧生涯学習センターの老朽化という課題を抱え
ており、両者の課題をマージする形でシリウスの計画が実現。

• 市長の主導により、市は土地の９割を所有し、ホール・図書館を組み入れた文化施設へと計画を
大幅に変更。

• 建設費は全体で160億円、うち市の負担分は147億円（ホール78億円、図書館44億円、生涯学習
センター17億円など）。

駅からシリウスへと繋がる
プロムナード

駅からシリウスまでは
商店街が広がる

シリウス施設計画
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• 指定管理者やまとみらいは、図書館流通センター（代表企業）、サントリーパブリシティサービス、
小学館集英社プロダクション等の６者で構成される。

• 基本計画にて公共施設の複合化が掲げられ、各施設が連携した一体運営が求められている。
例： 芸術文化ホールで文楽の催しがあれば、図書館で落語講座を、生涯学習センターで歴史講座を開くなど

• 市はやまとみらいに対して年間7.98億円の指定管理料を支払い。

▼各施設の業務分担

施設 指定管理者分担

図書館
（１階〜５階）

図書館流通
センター

芸術文化ホール
（１階）

サントリーパブリシ
ティサービス

子育て支援施設
（３階）

明日香社、ボーネル
ンド

生涯学習センター
（６階）

小学館集英社プロ
ダクション

施設維持管理 横浜ビルシステム

やまとみらいによる施設全体の一体的な運営

施設運営

（参考） 民間活力の導入事例 c) 大和市文化創造拠点シリウス
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• 芸術文化ホール、図書館、屋内こども広場、生涯学習センターの主に４つの機能を備えている。

• 各階ごとにコンセプトが分かれており、それぞれ私語、飲食、パソコン利用の可否などのルールが
異なる。

• 誰もが居場所を見つけられる運営が好評となり、2016年11月の開館から約３年で累計来館者数
1000万人を突破

• 利用者は午前中は年配の方が多く、午後に学校が終わると中高生が多く集まる。シリウスは学生
による利用が当初の想定よりもはるかに多く、席の場所取りが行われ、自習室も満席状態となる。

①芸術文化ホール
２つのホールをギャラリー、マルチスペースを備えており、メインホールの席数は1007席、サブホールは

272席となっている。

施設概要

（参考） 民間活力の導入事例 c) 大和市文化創造拠点シリウス
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②図書館

【図書館、市役所連絡所、イベント観光協会、市民交流ラウンジ、ロッカー】
２時間100円で利用できる市民交流ラウンジを設置（現在は新型コロナの影響により閉鎖中）

市民交流フロア（２階）

【健康図書館コーナー、健康度見える化・ロボットコーナー、まんが・雑誌コーナー等】

健康都市やまとを掲げる市長の強いこだわりがあるフロアで、健康に関する図書や、健康測定器・ロボットなどが置
かれている。

健康都市図書館フロア（４階）

健康度見える化・ロボットコーナー

（参考） 民間活力の導入事例 c) 大和市文化創造拠点シリウス
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【レフェレンスカウンター、読書室、地域資料コーナー、点字図書館等】
私語やパソコンの利用も禁止されており、静かな環境で読書ができるフロアとなっている。

調べて、学ぶ図書館フロア（５階）

読書室

【子ども図書館、ちびっこ広場（０歳〜２歳対象）、げんきっこ広場（３歳〜小学２年生対象）、保育室※、多目的室、
音楽スタジオ等】

※保育室には保育士が常駐し、１時間
500円で子どもを預けることが可能。

③屋内こども広場（３階） （明日香社、ボーネルンドによる運営）

音楽スタジオ
こども図書館
乳幼児から児童向けの絵本や紙芝居などを揃える

はじめて
ご利用の方は、
事前のご登録が
必要です。

防災ってなんだろう ？
家族みんなで
ちょ っと考えて
みませんか？

大和市文化創造拠点 シリウス3階屋内こども広場

お問合わせ：TEL 046-259-7592

大和市文化創造拠点シリウス

ご参加お待ちしています！
大和市文化創造拠点 シリウス

〒242-0016 神奈川県大和市南一丁目8番1号

小田急江ノ島線・相鉄本線 大和駅から徒歩3分

主催：やまとみらい(大和市文化創造拠点 指定管理者）

プログラム

定員 ３ 歳～小学２ 年生までの親子35組
申込 不要
場所 大和市文化創造拠点 シリウス

３ 階 屋内こども広場内
げんきっこ広場

げんきっこ広場利用券をご購入し 、
ご入場いただいての参加となります。

9月1日（ 火）

第2クール内(11時～12時30分)

１ .「 防災の日」
ってなぁに？

２ .防災○×クイズ
３ .グラリ 3分間

大変申し訳ありませんが、新型コロナウイルス感染症の感染拡大を
防ぐため中止・延期となる場合がございます。予めご了承願います。

げんきっこ広場
大和市内の方200円、大和市外の方300円（２時間）

フロア内でのイベント企画事例

（参考） 民間活力の導入事例 c) 大和市文化創造拠点シリウス
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④生涯学習センター（６階） （小学館集英社プロダクションによる運営）
【会議室、市民交流スペース、和室、料理実習室、印刷室等】

 大和市文化創造拠点 シリ ウス  健康都市大学 

主 催｜やまとみらい（文化創造拠点 指定管理者）／ https:/ / yamato-bunka.jp  

 

 

\ アイディア求む！/ 

 

 

Li st en 

会 場 大和市文化創造拠点シリウス３ 階生涯学習センター スタジオ大 ほか 

対 象 大和市内在住・ 在勤・ 在学の高校生以上の方、 全 5回に参加できる方 

定 員 10名（ 抽選）  

参加費 全 5回 2, 000円 （ 学生 1, 000円 ※ 学生証をお持ちく ださい）  

     ※ 初回にお支払く ださい。 返金はできません。  

申 込 電話 または 6階生涯学習センター窓口にて  

主 催： やまとみらい（ 大和市文化創造拠点 指定管理者） 大和市生涯学習センター 

 

アクセス  小田急江ノ 島線･相鉄本線   

          大和駅から徒歩 3分 

ht t ps:

yamat o- bunka. j p 

 

 

大和市のコミ ュニティ FMラジオ放送局「 FMやまと 」 に 

ご協力いただき、 年末年始の特別番組※での放送を目指し

大和市民による大和市民のための番組をつく り ます。  

参加者みんなで協力し 、積極的に意見を出し合って、やま

との魅力を存分に伝える愉しい番組を創り ませんか？ 

あなたの声と 、 素敵なアイディ アをお待ちしています！ 
 

※ 制作した番組は、 年末年始（ 12/30～1/3） 期間中に、  

  FMやまとで放送する予定です。  

 

第 1回  9/ 28 発声、 番組づく りの心がまえと基礎知識、 ネタあつめ 

第 2回 10/ 12 番組づく りにおける注意事項など  

第 3回 10/ 26 チームに分かれて番組づく り開始 

第 4回 11/ 09 引き続き番組づく り 、 仕上げへ 

第 5回 11/ 23 FMやまとのスタジオにて  収録！ 

⇒2019. 12. 30～2020. 01. 03 ON AI R! ! （ 時間未定・ 期間内再放送有）  

申込締切 

全 5 回 いずれも  土曜 13: 30～15: 00 

講 師  FMやまとパーソナリティ ー 

  

 

の   を     が   

Peopl e Food 

Li f e 

  

Tal k 

Musi c 

９ /２３ 

 お申込・ お問合せ 046-261-0491 

※ 著し く 講座の妨げになるよう な行為があった場合、 受講をお断りする場合があります。  

※ 天候や交通機関の運行状況及びその他不可抗力により 、 開催が中止となる場合があります。  

※ 駐車場の数に限りがありますので公共交通機関でご来場く ださい。  

 
月・祝 

食事や歓談ができる市民交流スペース
大会議室、中会議室と
５つの小会議室を設置

会議室の１つは調理実習室
としての利用が可能

生涯学習センターでは、小学館集英社によるイベント企画が行われ、市民満足度は８割程度と高くなっている。イベン
ト収入は92万円と少額。

市民交流スペースに
イベント企画が張り出される

イベント事例

（参考） 民間活力の導入事例 c) 大和市文化創造拠点シリウス
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• 老朽化した川崎体育館と川崎市教育文化会館のホール機能を建て替え、体育館・ホール・共用施
設から成る複合施設として2017年10月にオープン。

• カルッツは、カルチャーとスポーツを掛け合わせた造語。
• 隣接する富士見公園や川崎球場、競輪場、競馬場などに足を運んで貰いたいという川崎市の政
策もあり、カルッツ川崎が客を引き寄せる役割が期待されていた。

• 施設内には駐車場が無く、川崎駅から徒歩15分程度離れているが、利用者は外部の駐車場や駅
からのバスなどを利用。

施設概観

川崎駅より徒歩約15分

（参考） 民間活力の導入事例 d) カルッツかわさき

施設概要

• 総工事費は120億円強。指定管理者はアクサス川崎（鹿島建設、オリックス・ファシリティーズ、住
友不動産エスフォルタ等）。

• 指定管理料は約３億円。

施設運営
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• 鹿島を代表企業とするグループが選定され、アクセス川崎を事業者とする複雑なスキームが組
まれている。 BTO方式・サービス購入型を採用。

PFI手法の導入

（参考） 民間活力の導入事例 d) カルッツかわさき
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スポーツ施設 文化施設 会議室

施設構成 大体育館、小体育館、弓
道場、武道室、研修室、ト
レーニング室

音楽ホール（約2000席）、楽屋、アクトスタジ
オ、音楽練習室

大会議室、中会議室、
小会議室

稼働率
（コロナ前）

体育館約80% 音楽ホール約95%
音楽利用が約７割、市民利用が約５割

会議室約70%

備考 ・大体育館には可動式の観覧
席（480席）を設置

・大体育館と小体育館も人気
が高く、１枠で40組の抽選待ち
が発生

・親子席（子供が騒いでも大丈夫なようなガラス張り
の個室）、車椅子席（１Fと２Fにそれぞれ車椅子のま
ま入れるスペース） を設置
・１階席のみの利用は20万円、3階までは50万円、照
明・音響などのフル利用で120万円〜150万円程度

・市が利用する時は減免し
ている

弓道場

大体育館

トレーニング室

音楽ホール

機材搬入口

楽屋

会議室

▼各施設の概要

（参考） 民間活力の導入事例 d) カルッツかわさき


